
@市
・水と緑と土の|こおいがいっぱいの
住みよいあびこ!こします

・心と体をきだえ生き生きと働き
伸びゆくあびこlこします

・老人を大切lこし 子どもの夢を育て
幸せなあびこ!こします

・ふるさとを愛し 文化を高め
豊かなあびこ|こします

.みんなで話しあい きまりを守り
明るいあびこ|こします

~ z呈憲民

ズに
我探子駅への
変過をスム

施

一

市
で
は
、
我
孫
子
市
を
よ
く
知

一
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
施
設
比

一
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

パ
ス
で
市
内
の
公
共
施
設
や
縞

祉
施
北
な
ど
を
弘
学
し
、
手
料
H

れ

を
船
ヒ
か
ら
悦
察
し
ま
す
G

お
以

慨
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
制
的
市
長
と
の

恕
山
内
川
会
も
予
定
し
て
い
ま
す

日
時

叩
川
5
H
(金
)
午
前
9
時

E~~ 
E11葺E

雫客
土型

J，~ 

__，--

芝P
C7 
-ι 
ノ、
き
く
日町
道主

、四国'金

物

区
画
整
理
は
・

事
業
開
始
以
来
警
が
経
過
し
ま
レ
た
が
、
駅
前
広
場

こ
こ
湖
海
器
一c
く
前
進
し
て
い
ま
す
。
駅
前
通
り
(
公
園
坂
週
リ
)
と
国
道
3
5
6

差
す
る
十
字
路
閣
辺
の
工
事
を
、
来
春
の
完
成
に
向
け
て
行
い
ま
す
。
完
成
後
は
交
通
が

l
ズ
に
な
り
二
重

ぢ

広
が
り
、
歩
行
者
が
安
心
し
て
き
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
工
事

否
と
駅
前
適
切
ほ
、
ほ
ほ
完
成
し
ま
す
。

告凡
邑叉

尚子

。一品

「
1
1
1
1
1

ク
リ
'
ン
セ
ン
タ

E
や

鳥

の

博

物

館

を

見

て

み

よ

う

見

参
)

一

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ

一

キ

(
1
枚
に
3
人
ま
で
)
に
参
加

一

考
会
以
の
住
所
、
附
初
、
年
齢
、

一

沼
下
川
書
砂
、
「
施
設
比
学
会
参
加

耐

冷
望
」
と
明
日
記
し
、

9
川
叩
け

(必
必
)
ま
で
に
干

2
7
o
l
l

-
9
2
(住
所
村
附
吋
)
市
役
所

掛
川
北
広
聴
判
当
・
内
線
2
6
9

へ

加
分
政
孫
子
駅
北
口

「
ふ
れ
あ
い
広

場
」
集
合
(
時
間
厳
守
)
、
午
後
4

時
泊
分
殺
事
長
駅
南
U
で
解
散
予
定

見
学
場
所

我
孫
チ
駅
北
川
口
い
柏
市

抗
市
場
、
ふ
れ
あ
い
じ

M
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
市
民
体
育
館
、
あ
ら

さ
問
、

μの
附
物
館
な
ど

対
象
・
定
員

市
内
在
住
の
い
刀
、
白

人

(応
蒜
将
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

参
加
費

知
料

(吋
食
は
作
円
で
持

司.
点十 E
改字 E
良路 E
Eこの E
着目

政
孫
子
駅
市
口
駅
前
十
字
路
の
交

先
山
…
改
良
工
引
は
、

9
月
山
円
(
月
)

か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
完
成
は
来
年
の

3
月
の
予
定
で
す
。

範
聞
は
、
凶
道
3
5
6号
は
交
差

点
を
中
心
に
1
7
0
m
、
駅
前
通
り

(
公
回
収
通
り
)
は

ω
mで
す
。
工

事
区
域
の
周
辺
は
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

住
居
が
多
い
た
め
、
騒
t
H
な
ど
を
考

慮
し
て
昼
間
に
工
下
を
行
い
、
夜
間

は
行
わ
な
い
予
定
で
す
。

に
明
則
問
中
、
広
行
弘
引
に
対
し
て

は
広
行
お
川
通
路
を
設
け
、
取
は
任

問
、
片
側
交
正
通
行
に
な
り
ま
す
。

利
川
将
の
押
さ
ん
に
は
大
変
ご
述
必

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
交
通
誘
時
を

行
う
な
ど
、
安
全
雌
保
に
努
め
ま
す

の
で
、
ご
協
h
H
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
に
恨
で
は
、
歩
道
も
含
め
た

辺
路
の
似
を
ほ
山
1
お
m
に
広
げ
、
同

道
3
5
6
nヴ
か
ら
駅
や
下
幻
れ
公
凶

ト刈耐

(公
開
坂
通
り
)
へ
の
い父
一
辿
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
布
折
怖
を

設
問
し
ま
す
，
ま
た
歩
行
者
が
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
3
・
5
1

4
・
5
m
の
歩
辺
も
時
保
し
ま
す
。

(
図
参
照
)

出
口
駅
前
十
字
路
は
迎
助

・
通
学

の
時
川
初
、
市
内
で
も
有
数
の
交
辿

悦
維
例
所
で
す
。
こ
の
て
引
の
完
成

に
よ
り
、刷出
械
の
併
前
が
別
侍
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
交
差
点
付
近
に
伐
る
家
出

に
つ
い
て
は
、
移
転
に
向
け
て
、
批

終
的
な
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
夜
、
米
移
転
・
一
氷
川
は
問
辺
3
5

6
号
沿
い
を
小
心
に
日
一ペ
ド
ボ
府
仁

の
辺
路
は
川
辺
3
5
6ひ
と
区
阿
道

路
の

一
怖
を
践
す
だ
け
と
な
り
、
下

惜
別
の
完
了
ま
で
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ

市
政
へ
の
H

あ
な
た
の
戸
内
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

却

人

任

期

川
月
1
日
か
ら
2
年
間

主
な
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
、
市
政
に
閲
す
る
純
一一z聞な
ど

応
募
資
格

市
内
に
3
年
以
上
お

住
ま
い
で
、
任
期
中
引
き
続
き
凶

へ
来
て
い
ま
す
。

平
成
同
年
か
ら
は
、
川
辺
3
5
6

号
の
拡
帆
工
引
と
、
そ
の
周
辺
の
古

地
税
制
を
3
カ
年
で
実
施
す
る
計
画

=・-
。

て
す今
後
、
同
迫
3
5
6号
沿
い
の
家

国道356号

凡例
_ .・・車道

・・・歩道

一一一…置き型ガードレール

・・-照明灯

交差点詳細図

。

住
す
る
予
定
の
渦
初
段
以
上
の
万

(
た
だ
し
、
公
務

μ、
市
の
得
議

会
等
の
委

μ、
説
布
市
政
モ
ニ
タ

ー
に
委
制
さ
れ
て
い
る
万
を
除
く
)

選
考
方
法

地
域

・
年
的

・
性
別

等
を
必
必
し
て
巡
み

報
償

無
償
と
な
り
ま
す

応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ

ふ
り
が
な

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
生
年

月
日
、
職
業
、
性
別
、
川
前
帯
号
、

府
住
年
数
、
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
希

望
」
を
明
記
し
、
9
月
叩
口

(必

杭
)
ま
で
に
〒
2
7
o
l
-
-
9

2

(住
所
約
略
可
)
市
役
所
秘
占

却
広
胞
但
当
・
内
線
2
6
9
へ

一
同
を
小
心
に
修
紙
交
渉
を
進
め
、
地

柿
悼
引
の
押
さ
ん
の
ご
則
併
と
ご
協
h
u

を
仰
て
、
平
成
凶
年

版

の

恨

芸

?

を
め
ざ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
改
造
謀
宮
(
お
)

1
1
7
1
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(2) ti: 怠
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は

2001.9.1 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
を

急
増
す
る
相
談
件
数

消
印
生
前
セ
ン
タ
ー
の
相
談
件
数

は
、
平
成
凶
年
度
が
5
0
0件、

日

午
皮
が
6
4
1
件
、
ロ
年
度
は

7
3

0
件
と
急
附
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
や
情
報
化
、

経
消
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化

(
世
界
組
問
似
の
広
が
り
)

な
ど
を
背
景
に
取
引
が
複
雑
に
な
り
、

契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
地
え
て

い
ま
す
。
(
相
談
事
例
参
照
)

V販売形態別の相談件数
(平成12年度)

底舗販売…262件(35.9%)

訪問販売…133件(18.2%)
電話勧誘…71件(9.7%) 

通信販売… 53件(7.3%) 
マルチ商法… 8件(1.1 %) 

その他…203件(27.8%)
合 計・・730件(1ω.0%)

-司・

司'

あなたの声を保健・福祉行政に

福祉推進市民研究会
公募委員を募集

市
で
は
、
福
祉
推
進
市
民
研
究

会
の
公
募
委
品
を
非
集
し
ま
す
。

制
祉
推
進
市
民
研
究
会
は
、

市

民
の
皆
さ
ん
の
戸
を
、
社
両
づ
く

り
や
が
業
の
推
進
に
反
映
す
る
た

め
に
設
問
し
て
い
る
も
の
で
、
米

年
度
は
第
2
次
保
健
制
祉
総
A
H
沖
川

阿
のけ地上
れ
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第1052号

専
門
相
賎
民
か
ア
ド
バ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の
相
説

μ

が
、
辺
氏
商
法
に
よ
る
岐
川
u
や
前門
川

附
入
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
消
自
生
活

に
閲
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

問
題
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス

の
ほ
か
、
合
意
に
向
け
て
の
あ
っ
せ

ん
な
ど
も
行
い
ま
す
。
(
賀
川
無
料
)

相
談
日
時

月
附
円
か
ら
金
附
口
の

午
前
川
時
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か

ら
3
時

(祝
日
、
ノ

f水
位
J

始
を
除
く
)

場

所

下

図
参
照

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

消
資
生
活

セ
ン
タ
ー
宮
(お
)
0
9
9
9

相談 事例
インターネ")卜を始めたAさん(男性-
35歳)は、利用した覚えのない国際電話

料金3万5000円を請求されました。
インターネッ卜接続中に画面に出てく

る「はいJrVESJ rOKJなどを意味が
わからないままクリックしたため、国際

電話回線に接続するプログラムをダウン

ロード(コンビュータに取得)したと考
えられます。

以後、インターネットを接続するたび

に国際電話回線を経由することになり、

その通話料が請求されたものです。

トラブルを防ぐためのアドバイス

①接続環境をこまめにチェック

不用意に「はいJrVESJ rOKJ をク
リックしないこと。ダイアjレア¥')プ(電

話回穏など)の訴をこまめにチェック。

①事前に国際電話に接続しない手続きを

国際電話不取扱センター (n0120・

210364)で手続きができます。

①消費生活センターへお早めに相談を

国際電話やダイヤルQ2などから、身
に覚えのない多額の料金請求を受けたと
きは、早めにご相談ください。

ノ

な
お
、
会
議
は
土
附
日
ま
た
は

日
間
明
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の
方

(た

だ
し
、
他
の
瀞
議
会
な
ど
の
委

μ

の
い
刈
は
応
必
で
き
ま
せ
ん
)

対
象

・
定
員

申

高

齢
者
福
祉
部

門
:・
児
性
、

2
人
中
障
害
者
福

祉
部
門
:
・3
人

(
出
火
山
わ
ず
)

本
児
童
福
祉
部
門
・:
別
性
、

5
人

※
応
必
将
多
数
の
場
合
は
選
表
委

μ会
で
選
考

任
期

日
月
初
H
か
ら
予
成
同
年

U
月
内
日

応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

応
募

に
あ
た
っ
て
の
立
見
や
提
.dな
ど

を
8
0
0字削何
度
に
ま
と
め
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
屯
話
信
号
を

明
記
し
、

9
川叩
品
川

(
必
必
)
ま

で
に
〒
2
7
o
l
-
-
9
2
(
住

所
有
時
可
)
巾
役
所
制
祉
総
合
相

談
京
叶
阿
抱
当

・
内
線
4
7
6
へ

郵
送
ま
た
は
持
参

布佐+

』

F
粗
大
ご
み
の
わ
か
り
や
す
い

場
所
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い

ト

粗大ごみの出し方が

表わりました

有料化がスター
脚

'-

M
，.川

開

門

ι同
園
周
J
F

・

引

-
T

・
1

叩

J
・
買
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-

k
h
ん
で
↓

也

、1
d
通
.

一
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e

・・2
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・・
・
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智

子
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Z
司
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L
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e
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L
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・
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市
で
は
、
平
賀
川
や
利
脱
川
な
ど

の
公
共
水
域
の
汚
染
を
防
・比
す
る
た

め
、
下
水
辺
が
完
仙
し
て
い
な
い
地

域
な
ど
で
、
合
併
処
叫
浄
化
刷
を
設

附
す
る
場
合
に
、
世
川
の
一
却
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
酬
は
、
し
尿
だ
け

で
は
な
く
、
洗
川棚
や
台
所
、
風
ハピハな

ど
の
排
水
も
同
時
に
処
思
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
の
有
効
な
処
理
対
策
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

新
脱
に
設
問
す
る
場
A
H

の
ほ
か
、

単
独
浄
化
州
ゃ
く
み
取
り
使
柑
か
ら

の
切
り
川
河
川
え
も
補
助
対
象
に
な
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

な
お
、
す
で
に
設
問
前
み
の
も
の

や
設
促
工
明
中
の
も
の
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
下
前
に
終
末

処
理
セ
ン
タ
ー
へ
ご
硲
認
く
だ
さ
い
。

対
象
地
区

下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
地
区
・
:
公
共
下
水
中以
下
淀川必

可
区
域
と
し
以
処
瑚
施
投
の
あ
る
ば

峨
を
除
い
た
地
区

※
公
共
下
水
道
事
業
認
司
氏
域
内
で

も
、
供
用
開
始
が
7
年
以
ヒ
見
込
ま

れ
な
い
地
区
は
対
象

対
象
浄
化
槽

①
合
併
処
理
浄
化
槽

:・

B
O
D
(生
物
化
学
的
酸
必
要
求

円以
)
の
除
去
窄
が
卯
%
以
ヒ
で
、
放

流
水
l
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
の

B
O
D

の
け
問
予
均
値
が
却
時
以
下
の
処
皿

機
能
を
持
つ
も
の
②
高
度
処
理

型
合
併
処
理
浄
化
槽
・
・・放
流
ぷ
l
リ

ッ
ト
ル
あ
た
り
の
け
間
千
均
帆
が
、

総
雫
ぷ
濃
度
で
却
時
以
下
ま
た
は
総

リ
ン
濃
度
で

1
m旬
以
下
の
処
問
機
能

を
持
つ
も
の

※
い
ず
れ
も
処
理
対
象
人
口
が
却
人

以
下
の
も
の
が
対
象

補
助
限
度
額
左
表
参
照

※
巾
川
ぃ
刀
法
や
対
象
地
区
な
ど
、
詳

し
く
は
終
ぷ
処
理
セ
ン
タ
ー
宮
(
幻
)

2
1
2
5
へ

-・・ー---_.. 

人槽区分
金 額

合併処理浄化槽高臨珪l告側静儲

5人槽 354，000円 444，000円
6-7人槽 411，000円 486，000円
8 -10人槽 519，000円 576，000円
11-20人槽 981，000円 1，092，000円
21-30人槽 1，668，000円 1，860，000円
31-50人槽 2，238，000円 2，496，000円 |

v補助限度額

の
ま
ず
電
話
で
申
し
込
み
を
・
・
・品

目
や
数
悦
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
収
集

nや
受
付
併
ひ
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
-
川
の
中

し
込
み
で
3
点
ま
で
収
集
し
ま
す
。

②
処
理
券
を
購
入
・:
i点
に
つ
き

7
0
0円
(
税
込
み
)
の
処
剛
山
券

を
折
・足
版
必
応
で
附
人
し
ま
す
。

③
処
理
券
を
貼
付
・・・処理
券
に
氏

名
な
ど
を
記
入
し
て
、
相
大
ご
み

に
し
っ
か
り
貼
り
ま
す
。

④
家
の
前
に
出
す
:
・
二
戸
建
て
は

玄
凶
先
、
集
合
住
宅
な
ど
は

1
階

の
人
口
付
近
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
机
大
ご
み
の
柿
却
や
処
胤
券
の

桁
{品販
必
山
な
ど
は
、
一千
成
日
年

度
改
正
版

「ご
み
と
資
制
の
分
け

点
川
し
み
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

は

い

ご

み

な

し

l
宮
(
剖

)
5
3
7
4

※補助額lこ1，000円未満の端数が生じた場合は切り捨て

~r1f蚕糞軒:宿4E星組
・1:'~'IL IL..Il.lI U J:I . !!!!!!! ... ~可.

9月22日(土)

久寺家近隣センターで

."，'、

‘-
Q

「容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
と

は
ど
の
よ
う
な
法
律
で
す
か
?

A
4嵐山
胞
か
ら
出
る

一
般
出
来
物
の
う

ら、

科
目制
で
約
ω
%
、
取
川
で
約

お
%
を
内
め
る
食
品
な
ど
の
作
械
や

包
装
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
法

作
で
す
。
カ
ン
や
ピ
ン
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
叩
品
目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q

「
容
器
包
装
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
と
は
何
で
す
か
?

A
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
除
く
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
作
時
や
包
装
で
、
中
の
間

u
川
を
前
貸
し
た
り
、
取
り
山
し
た
り

し
た
と
き
に
不
必
に
な
る
も
の
で
す
。

広
子
袋
や
レ
ジ
袋
、
卵
パ

ッ
ク
、
洗

剤
な
ど
の
ボ
ト
ル
、

プ
リ
ン
の
カ
ッ

プ
、
発
泡
ト
レ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ

消
防
帯
で
は
、
心
肺
麻
生
法
の
知

識
と
技
術
を
習
得
す
る
「
救
急
講
習

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
税
引
の
放
急
隊
以
が
、
人
形
を

使
っ
て
、
人
工
呼
悦
や
北
山
肌
法
を
ハ

体
的
に
指
mmし
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
放
川
砕
い
山γ
が
到
汗
す

る
ま
で
の
川
に
、
あ
な
た
の
ま
わ
り

の
人
を
敗
、
つ
技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ

d

内

O

，r
4ん
日
時

9
川
辺
日
(上
)午
前
9
時
か

ら
正
午

(参
加
川…判
)

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

。
& 

A 

Q
容
器
包
装
で
は
な
く
、
資
源
に
な

ら
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
何
で
す
か
?

A
お
も
ち
ゃ
、
来
持
、
ス
プ
ー
ン
、

ス
ト
ロ
ー
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
は

梓
川
町
包
誌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
灯
州

ポ
リ
タ
ン
ク
や
ポ
リ
バ
ケ
ツ
な
ど
、

も
と
も
と
幹
部
と
し
て
単
体
で
販
売

さ
れ
る
も
の
も
資
源
に
な
り
ま
せ
ん
。

Q
分
別
す
る
の
が
大
変
な
の
で
す
が

A
二
敵
化
炭
素
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

発
生
は
地
球
脱
般
の
環
境
川
凶
で
す
o

m境
を
守
る
た
め
に
は
ご
み
の
焼
却

は
を
減
ら
し
て
い
く
必
裂
が
あ
り
、

市
で
は
制
倒
的
に
資
抑
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
分
別
収
集
に
ご

協
-M
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ご
み
に
つ
い
て
の
質
問
咋
は
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
宮
(幻
)
0
0
1
5
へ

場
所

久
守
家
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
容

救
急
隊

μに
よ
る

一
人
法

の
心
肺
蹄
生
法

・
大
山
臨
時
の
止

血
法
指
呼

(放
命
技
能
適
市
北
と
必

め
ら
れ
た
万
に
は
修
f
誕
を
交
付
)

対
象
・

定
良

市

内
化
刊

・
布
勤

で
他
山
な
刀
、
先
ゃ
川
知
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

9
川

7
H
(金
)
ま
で
に
U
訴
ま
た
は
山

峰
、
消
防
本
部
幹
防
A
E
(引
)7

7
0
1
〈
上

・
日
制

H
は
宮
(
UM

)

0
1
1
9
〉へ

小
型
船
舶
(
初
ト
ン
未
満
)
の
登
録
制
度
が
始
ま
リ
ま
す

「小
型
船
舶
の
管
鈷
等
に
閲
す
る

法
作
」
が
6
川
幻
け
に
成
立
し
、

小

明
船
舶
の
笠
鈷
制
度
が
始
ま
り
ま
す
J

こ
の
制
度
は
、
小
明
船
舶
を
登
録

す
る
こ
と
に
よ
り
所
有
省
を
特
定
し
、

先
口
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
や
船
舶
の
放

間
・
不
法
投
来
を
防
止
す
る
こ
と
な

ど
を
日
的
に
時
人
さ
れ
た
も
の
で
す
3

対
象
は
、
総
ト
ン
数
却
ト
ン
・
米
制

の
船
舶
で
す
が
、
漁
船
、
ろ
か
い
舟、

係
留
船
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

県
か
ら
船
持
出
の
交
付
を
受
け
て

い
る
船
舶
は
順
次
登
録
を
受
け
る
ほ

か
、
総
ト
ン
数
5
ト
ン
未
満
の
小
型

船
舶
も
皆
川
州
が
必
要
に
な
り
ま
す

※
位
打
州
・
万
法
な
と
ぷ
し
く
は
、

日
本

小
担
船
舶
検
究
機
憎
本
部

8
0
3

(3
2
3
9
)
0
8
2
1
へ



第1052号

第
凶
回
老
い
~ 

の
対
応
を
探
る

9
月
幻
日
(日
)午
後
0
時

ω分
・
市
民
会
館

高
齢
社
会
に
つ
い
て
、
多
く
の
方

方
と
と
も
に
考
え
る
催
し
、

「老
い

へ
の
対
応
を
探
る
」
を
開
似
し
ま
す
。

今
問
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
市
制

小
の
倒
U
ぃ山中
子
さ
ん
を
お
折
き
し
、

「引
ざ
か
り

・
女
ざ
か
り
は

ω歳
か

~ -tit 怠

ら
」
と
姐
し
て
講
出
会
を
開
催
。

ま
た
、
他
市
山
や
介
護
保
険
に
つ
い

て
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
ほ
か
、

制
祉
肘
払
展
示
や
参
加
同
体
な
ど
の

紹
介
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

樋口恵子さん

東京大学文学部卒業、時事

通信社 ・学習研究社等を経

て、評論活動|こ入る。東京

家政大学教授、高齢社会を

よくする女性の会代表、女

性と仕事の未来館館長。

ロ
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
市
で
は
、
行
政
改
市
を
進
め

る
に
あ
た
り
市
民
の
押
さ
ん
の
窓
口比

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
広
く
公
務
に

よ
り
委
只
を
募
集
し
ま
し
た
。
今
回

の
非
集
に
は
山
人
の
方
か
ら
応
募
が

あ
り
、
議
査
の
結
呆
、

4
人
の
万
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

(
左
衰
容
照
)

問
い
合
わ
せ

総
務
ぷ
ポ
務
作
理
但

吋
・
内
総
2
8
1

2001.9.1 

v行政改革市民推進委員会委員
氏名 住所等 備考

大久保蛤生 皇室学院大学
学識

入江博邦 川大村学教学授園女子
経験者

橋本武雄 船戸

島崎康夫 天王台
公募委員

松丸啓子 寿

児玉賢司 天王台

渡辺 正巳 船戸
第2期委

中石 憲 湖北台 員会の委

員で継続

内田美恵子 布佐平和台 委嘱した
方など

田村美禾子 古戸

(3) 

日
時

9
月
お
日
(
日
)
午
後
1
時
却

分
か
ら
4
時
却
分

(展
示
は
午
後
0

時
叩
分
か
ら
)

場
所
市
川
氏
会
制

(参
加
い燃料
)

内
容
*
鵠
演
会
(手
話
通
訳
あ
り
)

諦師・・・
樋
口
忠
↓十
さ
ん

「男
、ざ
か
り

・
女
ざ
か
り
は
印
歳

か
ら
」
と
越
し
て
、

ω歳
を
過
ぎ
て

も
社
会
的
な
凶
係
の
中
で
元
気
に
生

き
よ
う
!
と
、
人
生
の
応
援
歌
を
忠

、
ユ
仔
分
詰
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

*
参
加
団
体
の
紹
介
*
柿
祉
用
八
(

展
示

*
相
談
コ
ー
ナ
ー

(他
府
相

談
、
介
護
保
険
相
談
)

*
参
加
団

体
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
示
な
ど

申
し
込
み

不
銀

(抗
接
会
場
へ
)

問
い
合
わ
せ

川
尖
行
会

μ会
市
務

局

・
稲
田
宮
(位
)
2
7
7
2

あ

び

，嗣，

ιー

松戸公共職業安定所

「松戸駅前庁舎」

10月9日から開設

松
戸
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

待
合
室
や
刷
位
場
所
等
を
広
く
し
、

併
せ
て
交
辿
の
利
便
性
改
丹
の
た

め、

山
月
9
円
(
火
)か
ら
「
松
戸

駅
前
庁
舎
」
を
開
設
し
ま
す
。

な
お
現
在
の
庁
舎
は
、
同
日
以

降、

「馬
柿
庁
舎
」
と
し
て
引
き

続
き
事
業
所
関
係
の
業
務

(服
用

保
険
適
川
業
務
や
助
成
金
業
務
)

を
行
い
ま
す
。

。
松
戸
駅
前
庁
舎
取
扱
業
務

あ

れ

ーヲ

ιー

れ

ま
し
た
が
、
新
し
い
本
体
は
ト
ラ
ッ

ク
を
元
に
し
て
い
る
た
め
、
惟
体
外

の
作仰木
の
位
同
が
ほ
く
な
り
、
お
子

さ
ん
に
も
利
川
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
車
内
の
通
路
も
広
く
な
り
、

床
が
低
く
て
乗
り
込
み
ゃ
す
く
な
り

ま
す
。
持
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

色
白、
。

A
C
U
 
本
を
借
り
る
に
は
、
阿
川
館
カ
ー

ド
が
必
要
で
す
が
、
持
っ
て
い
な
い

方
に
は
そ
の
場
で
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
巡
同
す

る
時
間
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
そ
よ
か
ぜ
号
運
行
開
始
日

9
ハ5
川
{
水
)
か
ら

問
い
合
わ
せ
市
民
国
品
川
館
宮
(
U
M
)

移
動
凶
舟
館

「
そ
よ
か
ぜ
号
」
が
、

左
朽
化
の
た
め
、

9
刈
か
ら
新
し
い

が
体
(
写
真
)
に
変
わ
り
ま
す
。

従
来
の
車
は
パ
ス
を
元
に
し
て
い

車
内
の
通
路
、か
広
く
な
り
利
用
し
や
す
く

移
動
図
書
館
そ
よ
か
ぜ
号
が
新
し
い
車
に

、A1ム
可
よ
ハ
U

*
臓
業
相
談

・
桁
介

(求
人
的
報

の
閲
覧
合
む
)

*
.川
川
似
険
の

受
給
下
山
肌
き

・給
付
業
務

*
救

打
訓
練
給
付
の
受
給
手
枕
き

*

求
人
の
巾
し
込
み

所
在
地

松
戸
市
松
戸
1
3
0
7

の
1
松
戸
ピ
ル
ヂ
ン
グ
3
附

(
左

図
参
照
)

問
い
合
わ
せ

松
-μ
公
共
職
業
安

定
所
2
0
4
7
(3
4
8
)
6
1

。。全国
一
庁
一

)

揃
一
所

階

居
司
一

±
z
t

今

3

伊一

家

グ

同
一
業
舎
ン

知
一
職
庁
ヂ

南女
一
並
立
刷
ル

業一

公
駅
ビ
-

職
二
戸
戸
一尺

供
一
松
松
山
川
・
・

中山一

円
M
U

M
門
戸
デ
パ
ー
ト

ご協力を

布
佐
・
竹
内
神
社
の
祭
礼
が
9
月

同
日
(
金
)
か
ら
M
H
(日
)
ま
で
行
わ

れ
る
の
に
伴
い
、
左
図
の
と
お
り
交

通
例
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

車
両
通
行
止
め
と
な
る
道
路
は
、

緊
量
動
車
、
路
線
パ
ス
な
ど
の
許

可
車
両
を
除
い
て
、
す
べ
て
通
行
禁

止
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
竹
内
神
社
か
ら
布
佐
肌
京

交通規制に
9月14日(金)から16日(日)

側
・
北
千
紫
陽
排
水
機
場
ま
で
の
区

み
こ
し

域
の
道
路
で
も、

州
興
や
山
市
十
辿
過

の
際
、

片
側
辿
行
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
泣
く
だ
さ
い
。

当
日
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
現
場
で
の
指
示
に
従
い
、
安
全

通
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
技
孫
子
特
察
将
宮

(但

)0
1
1
0

千
葉
県
ヴ
ツ
ド
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
事
業

川

村
学

園

女

子

大

学

で

開

催

日
程

・
内
容
左
表
参
照

時
間

午
後
2
時
却
分
か
ら
4
時

※
初
日
は
午
後
4
時
か
ら
5
時
却
分

場
所
川
村
学
園
火
チ
大
学

鵠

師

同
大
学
の
救
般
な
ど

対
象
・
定
員

県

内
在
住
で
刊
歳
以

上
の
方
、
刊
人

(応
拡
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

費
用

無
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ

ガ
キ
に
、
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
小
山
話
待
川
ゲ
、

返
信
あ
て
名
を

明
記
し
、

9
刀
9
U

(必
必
)
ま
で

に
干
2
7
71
0
8
8
2柏
市
柏
の

業
4
の
3
の
ー
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民

プ
ラ
ザ
研
修
諜
宮
(刊
)8
6
1
6
へ

vク.ツドライフカレッジ内容・日程

日程 内 ~ ヨr

9月19日 私流の生涯学習
(水) (私のライフプラン)

10月(水3)日 健康な身体

10月10日
高齢者と介護(福祉)

(水)

10月24日
高齢者と福祉施設

(水)

10月31日 こころの健康
(水)

11月7日 高齢者の生活に関わる
(水) 法知識

11月(水2)8日 高齢者問題
(ワークショップ)

12月5日
高齢者と学習

(水)

根手。移動暴カ相談を実施

第

3
期
行
政
改
革
市
民

推
進
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

第
3
則
行
政
改
作
半
巾
民
推
進
委

μ

会
の
節
1
四
日
の
会
議
が
、
7
H川お

は
じ
め
に
、
委

μ長
に
大
久
保
委

日
、
副
委
員
長
に
内
田
委
員
を
選
出
。

そ
の
後
、
端
的
市
長
と
の
意
見
交
換

や
、
委

μ会
の
連
常
方
針
な
ど
に
つ

今
後
は
、
市
民
の
悦
点
に
立
っ
た

行
政
改
革
推
進
の
た
め
、
提
一J
・
助

暴力団に関する相談を

お気軽にお寄せください

布佐駅π ，-------.，+我孫子以山=ニコv v 成田+

規制日時・区間

9月14日(金)④~⑤11:30-14:30 
⑥~⑫14:30-15:00 

9月15日(祝)⑤~⑥18:00-20:30

9月16日(日)⑤-(E)1 0:30-12:30 
④-@19:30-22:00 

財
団
法
人
千
策
弘
法
力
団
追
放

川町民
会
議
で
は、

日排
h

以
内
か
ら
不

当
な
要
求
や
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て

お
困
り
の
・刀
を
対
象
に、

相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
特
察

へ
の
通
報
、
希
望
者
に
弁
護
士
の

紹
介
、
訴
ぷ
賀
川
等
の
無
利
子
貸

し
出
し
、
保
必
機
山市
の
貸
し
出
し

な
ど
を
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

9
月
ロ
日
(水
)
午

前

ω時
か
ら
午
後
4
時
、
千
葉
県

日
米
必
飾
文
庁

(松
-ド
市
)

問
い
合
わ
せ

(財
)千
H

梨
県
排
h
H

団
追
放
川
町
民
会
議
呪
務
局
宮
0
4

ツ
イ

ニ
ゴ
ヨ

1
ヤ
?
ザ
ゼ
ロ

3

(2
5
4
)
8
9
3
0、
ま
た

は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
包
0
1
2
0

オ
ー
ヤ
ヲ
ザ
ゴ
ヨ
l

|
0
8
9
3
5
4
 



(4) 

ヴ

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催

・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、

市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・:我
孫
子
市
我
孫
子
J
h

h
8
空
白
)
1
1
1
1

家
・・
・山
本
寸
前

賀

2
附
で
1
0
0
0
円

間

色
山
宮
(幻
)
0
6
0
8

G語
部
包〉
@ 
企?

2001.9.1 

で
か
け
て

み
ま
せ
ん
か

小
・
中
学
校
科
学
作
品
展

日

9
月
日
日
(
祝
)
9時
t
同
時
、

同
日
(
日
)
9時
1
ロ
時

所

市
民
ム
話
(
入
場
蜘
…
料
)

問

教
行
委

μ会
指
抑
制
告
(お
)l

'
A
Fhd
'
A
 

第
包
囲
プ
ラ
ザ
コ
ン
サ
ー
ト

._ -
日
・
所

9
月
8
日
(
土
)
げ
時
間
出
、

市
民
プ
ラ
ザ
(
入
場
無
料
)

出

*
関
谷
美
奈
子
さ
ん

(フ
ル
ー

ト
)、
人
見
莱
保
子
さ
ん

(ピ
ア
ノ
)

・:
3
つ
の
ロ
マ
ン
ス
作
品
川
内
*
鈴

木
陽
子
さ
ん
(
バ
イ
オ
リ
ン
)
、
棚

橋
美
旦
さ
ん
(
ピ
ア
ノ
)
:・
4
つ
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
小
品
作
品
万

*

内

m愛
さ
ん

・
向
典
子
さ
ん
(
ピ
ア

ノ
述
抑
)
・:
バ
レ
エ
汗
楽
「
く
る
み

訓
り
人
形
」
よ
り

φ打
進
山
、
②
こ

ん
ぺ
い
糖
の
断
り
、
③
花
の
ワ
ル
ツ

間

市
民
プ
ラ
ザ
宮
(幻
)
2
1
1
1

ti' 怠

第

3
回
国
際
交
流
弁
論
大
会

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会

(
A
I

R
A
)
で
は
、
国
際
交
流
に
関
す
る

テ
l
マ
で
、
弁
論
大
会
を
行
い
ま
す
。

日
・
所

9
月
刊
日
(
日
)
同
時
、
市

民
プ
ラ
ザ

(入
場
無
料
)

問

問
恨
務
川
宮
(幻
)
1
2
3
1

茶
道
連
盟
茶
会

第1052号

席所臼
主
i初 9
3襲北月
千地 9
家 Iま口
八(

:バ 11
五民)
井館 10
4ニぞ H寺
実:'r ¥ 

15 

表 時
千

c
o
n
c
r
e
t

e

w
a
t
e
r
 

5
間
整
池
で
繰
り
広
げ
る
現
代
オ
ペ
ラ
5

調
整
池
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
野
外

劇
場
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
、
時
外
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
・
所

9
月
同
日
(
日
)
は
時
却
分

1
却
時
、

新
木
駅
南
側
区
画
推
型
区

域
内
訓
推
池

〈
悶
天
の
場
合
は
引
の
日

に
延
期
〉
(入
場
い
燃
料

・
中
込
不
袈
)

内

オ
ペ
ラ

「
デ
イ
ド
と
イ
l
ニ
ア

ス
」
と
現
代
音
楽
と
ダ
ン
ス

出

モ
ニ
カ

・
ケ
l
コ
フ
ほ
か
多
数

問

市
川
君
(邸
)
3
8
6
2

ア
ド
レ
ス

Z

ニ
勺

…
ミ
毛
毛
毛
-

『

。

σ
o
E
巳
空
三
ζ
r
-
n
o
ヨ
~
E『
E
T
-

季

節

の

味

覚

観
光
農
園
オ
ー
プ
ン

新
鮮
な
季
節
の
味
覚
を
市
内
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
ば

沼
訴
で
特
出
国
へ
。

。
な
し

(9
川
中
旬
ま
で
)
附
円
州
民

間
宮
(路
)1
4
5
9

。
く
り

(
9刈
上
旬
5
山
月
上
旬
)

田
村
良
幽
宮
(部
)2
3
0
8

。
さ
つ
ま
い
も

(
9月
下
旬
t
H
月

上
句
)
日
一
料
品
園
宮
(む
)
4
0
4
8

マ
リ
ン
バ
・
ポ
ニ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

日

同

川
引
円
(
口
)
同
時
間
油

所

森
の
ホ
l
ル
引
(
松
戸
市
)

費

一
般
2
5
0
0円、

5
成
1
山

校
生
2
0
0
0円

(全
席
自
由
)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

森
の
ホ
l
ル
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、
柏
刊
れ
向
比
友
の

会
、
R
Ol
O
N、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

間

内
雌
宮
(材
)
1
2
1
7

第

持

団

昭

和

の

演

歌

歌
と
踊
り
夏
の
大
会

日
・

所

9
月
同
日
(
日
)
け
時
t
B

げ

時
、
市
民
会
鮪
(
入
場
無
料
)

内

側
メ
ロ
か
ら
以
近
の
活
組
山
ま

で
、
歌
と
踊
り
と
特
別
企
画

問

阿
部
告
(部
)
8
0
4
6

第
一
日
回
陶
炎
チ
ャ
リ
テ
ィ
i
展

問所 時 日

7芯 r!117 9 
問 尽時月
乞茸 笠宮 6 

a館亘
τ丈ヲ5
4 助 i
1 1JIf， Q 

7 を~白
日

10 

参

加

し

て

み
ま
ぜ
ん
か

古
文
書
解
読
講
座

我
孫
子
市
や
そ
の
周
辺
で
、
江

戸

・
明
治
時
代
か
ら
保
存
さ
れ
て
き

た
公
的
な
記
録
や
、
私
的
に
杵
か
れ

た
文
官
の
解
説
を
行
い
ま
す
。

歴
史
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
ぜ

ひ
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
・
所

9
月
同
日
、
引
目
、
お
日
、

旧
月
5
日、

は
臼
の
い
ず
れ
も
金
陥

日
目
時
却
分
1
日
時
、
中
央
公
民
館

鶴
師

千
必
忠
さ
ん

(市
文
化
財
審

議
会
委
以
)

定

先
治
犯
人

(賀
川
無
料
)

申

屯
話
で
教
育
委

μ会
市
史
制
さ

ん
室
宮
(お
)
1
1
5
1

思

春

期

講

座

日

①
9
月
諸
口
(金
)
、
②

ω月
同

日
(
火
)
い
ず
れ
も

ω時
1
ロ
時

所

中
央
公
民
館

(参
加
無
料
)

内
・
講
師

①
子
ど
も
の
気
持
ち
ゃ

感
情
を
う
け
と
め
ら
れ
ま
す
か
・・・
将い

沼
退
治
さ
ん
(
法
城
大
学
大
学
院
救

ほ
)

②

自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は

:・
渡
辺
附
代
さ
ん

(判
ぶ
肝
市
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会
代
ぷ
)

対

市
内
在
住
の
方
、
い
ず
れ
も
先

泊
知
人

申

屯
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
中
央

公
民
館
宮
(但
)
0
5
1
5
回
(位
)
0

5
1
1
(月
附
日

・
祝
日
を
除
く
)

パ
ソ
コ
ン
実
用
講
座

白

川
月
4
日
1
お
日
の
う
ち
凶
日

間、

9
時
叩
分
1
同
時
却
分

所

日
土
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
思
門
学

校
(
北
小
金
駅
前
日
下
車
徒
渉
3
分
)

内

ワ
l
ド、

エ
ク
セ
ル、

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

対

市
内
在
住
の

ω成
ー
の
歳
で
キ

ー
ボ
ー
ド
の
基
本
撒
作
が
で
き
る
方
、

日
人
(応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

質

無
科
(
テ
キ
ス
ト
代
は
実
技
)

申

往
復
ハ
ガ
キ
に

「パ
ソ
コ
ン
実

刑
講
座
希
望
」
、
住
所
、
氏
名
、

生

年
月
日
、
氾
活
帯
号
、
返
信
用
あ
て

先
を
明
記
し
、
9
刀
同
日
(
必
消
)

ま
で
に
中
峠
2
6
0
7
(社
)
我
孫
子

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
告
(
部
)

っι
q
4
n
u
n
u

文

書

入

門

講

座

短
説
絵
本
“つ
く
り

日・

所

9
月
包
目
、
初
日
、
ゆ
月

6
目
、
初
日
の
土
曜
日
9
時
泊
分

:

日
時
泊
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

文
民
け
の
法
本
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル

絵
本
づ
く
り
ま
で

講
師

戸
以
修
a

・
さ
ん

(一
知
説
の
会
)

対

市
内
花
住
の
は
歳
以
ヒ
の
い
ベ

先
消
却
人

貨

5
0
0円

(世
記
川
凡
持
参
)

申

屯
訴
で
中
央
公
民
館
宮
(幻
)
O

Fb

'
A
R
U
 

第
包
囲
市
民
柔
道
大
会

日
・
所

9
刀
同
円
(
円
)山
時
開
始
、

市
民
体
育
館

対

市
内
在
住

・
伝
助

・
在
学
の
山

校
中
以
k
の
-M

E

5
0
0円

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
中
年

川
口
、

学
年
、
段
位
、
屯
請
書
げ
を

明
記
し
、

9
刀
凶
日

(必
泊
)
ま
で

に
中
峠
1
3
0
4
忌
野
栄
宮
(紛
)
l

n
y

マ，、i
読

害

講

演

会

家
族

・
子
供

・
暴
力

白

川
月
引
H
(日
)日
時
叩
分
1
日

時
叩
分
、
市
民
間
川
館
布
佐
分
館

開
師

芹
沢
俊
介
さ
ん
(
評
論
家
)

対

先
消
印
人

(
参
加
無
料
)

申

今
日
か
ら
川
出
荷
で
布
佐
分
館
宮

(
的

)1
i
3
1
ま
た
は
、
各
館
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
直
接
申
し
込
み

万

葉

集

講

座

旅
と
憶
良
の
世
界

日

・
所

9
月
4
日
(火
)
同
時

:
同

時
、
市
民
会
館

講
師

針
原
孝
之
さ
ん

(ニ
松
学
会

大
学
教
授

・
文
学
部
長
)

貨

1
0
0
0円

(
テ
キ
ス
ト
代
)

申

氾
話
で
京
海
林
君
(位
)1
8
2

8 
手
芸
(花
の
ブ
ロ
ー
チ
)
講
習
会

日
・

所

9
月
旧
日
(月
)
9時
ー
は

時
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

透
明
な
皮
を
色
染
め
し
て
花
の

ブ
ロ
ー
チ
作
り

対

先
治
日
人

質

1
5
0
0円
(
材
料
費
)

持

ハ
サ
ミ
、
鉛
乍
B
、
ポ
ロ
布

(
ハ
ン
カ
チ
大
2
・
3
枚
ま
た
は
肯

タ
オ
ル
)

申

屯
加
で
古
川
旧
宮
(お
)1
9
9
8

我
孫
子
市
内
チ
l
ム
卓
球
大
会

(旧
家
庭
婦
人
卓
球
大
会
)

日
・
所

9
H月
幻
日
(
木
)
9時
受
付
、

9
時
却
分
間
会
、
市
民
体
育
館

種

1
チ
l
ム
5
人
以
上
の
団
体
戦

(l
単

・
2
抱
)

対

市
内
花
住

・
住
鋤

・
市
内
ク
ラ

ブ
只
で
、
却
設
以
上
の
'K性
・

ω級

以
ヒ
の
mH性
の
・万

費

i
チ
l
ム
3
0
0
0川

申

ハ
ガ
キ
に
大
会
名
、
チ
!
ム
名
、

代
い
い
武
将
の
住
所

・
氏
名

-U
A畳
官
庁

を
別
記
し
、
9
日
付

7
U
(必
沢
)
ま

で
に
市
一戸
2
6
0
の
M
藤
川
良
子
宮

(
郎

)
6
9
5
6

舎周の相談等

内 ~ 日 時 場 所 問い合わせ

法律相談(予約制)
6{木)、11(火)、13(木)、18{火)、 市 民 相 談室 秘 書 課
20(木)、25{火)9:30-15:30 (本庁2階)

※予約は、 9月3日(月)8:30から電話で秘書課へ。

税務相談(予約制)I 21 (金)10:00-15:00 本庁 1階面談室収税課
※予約は、 9月17日(月)8:30から電話で収税課へ。

人 権 相 談 27(木)10:00"'15:00 西別館2階面談室 生活支援課

行政相談 27(木)10:00"'12:00 市民相 談室 秘 書 課

不動産相談 14(金)10:00"'15:00 市民相談室
建築指導課

住宅相 談 14(金)10:00"'15:00 市民ホ ール

交通事故相談 1 O(月)10:00"'15:00交通整備課 交通整備課

心の相談(予約制) 6(木)13:30"'15:30 福祉総合相談室

心の健康クラブ 17(月)14:00"'16:00
福祉総合相談室

酒害相談 7(金)13:30"'15:00 保健センター

アルコール家族教室 14(金)13:30"'15:00

健康相談
7(金)10:00"'11:15 つつじ荘 つつじ 荘

14(金)10:00"'11:15 西部福祉センター 西部福祉センター

健康・生きがい 11・25(火)10:30"'16:00
ふれあい福祉センター

づく り相談(予約制) (社会福証協議会向かい)

3.17(月)9:00"'15:00 ふれあい福祉センター社会福祉
心配ごと相談 協議会

10(月)9:00"'15:00 保健センター

結婚相談 16(日)10:00"'14:00社会福祉協議会

教室名 日 時 定員 参加費 持参するもの・備考
リフォーム・1)ペア一講

239 日日(( 日日? 10:00"'12 ・00 各自 300円イスは1人2脚まで‘張習会(イスの張り替え) 7人 り替える布は各自持参

トールペイント教室
229日日((土日?10:00"'12:00 

各日
トーlレペイント用丸筆・

(工房で作った作品に 10人500円
平筆各2本、色付けする

色、柄、模様を付ける) 物は各自用意

牛乳パックで正座用
キjレァインク、または冬物

ミニいす作り教室
11日(火)10:00"'15:00 7人 300円生地 (50cm四方)‘牛乳パ

ツク15枚‘ガムテープ1;本
木工教室 11 日(火~ 1O・ 00"'12:30 名目 300円なし
(プランタ一作り) 20日(木) 7人

和服のリフォーム3カ月 21 25 日日(( 水火) ) 1 0 ・00"'15 目00 5人 300円
ほどいた和服、裁縫道具

教室 (全6回) 唇食

牛乳パックでハガキ作り教室 15日(土)10:00"'12:00 5人 300円パスタオルかタオル2枚

糸のこ教室(マガジンラック)16日(日)10:00"'12:30 7人300円なし

小袋作り教室 19日(水)10:00"'15:00 7人 300円配裁色縫の良目いあ無れ地ばと裏柄地の、布、道:r<. 思食

裂き織り体験教室
①9・30---12:00各回 500同

柔らかな木綿の古布
25日(火)①13: 00 ---15・305人 (1 m四方)、ハサミ

布ぞうり作り教室 26日(水)13:00"'15:00 10人300円柔らかな木綿の古布‘シーツ

包丁研ぎ講習会(家具 30日 r3叩 ~削 0各回 300円包丁のみ、 1人2本まで
バザー開催中イベント {日) 10.40~1120 5人11:20"'12:00 

c--.. ..("¥..-，.〆『 申し込み 電話で月曜日を除く毎日午前9時

③局⑫fれUりZE33iiT11号112Ef訳茂議官官)55
0リサイクル家具バザー 9月30日(日)10:00.......13:00 抱選会…13:10 
。リサイクル教室

ボキャンセルするH門会は必ずご連絡を。キャンセル待ちの方は.開催日の前日にご連絡ください

日
・:
日
時
、
所
:・
場
所
、
内
:
・内
容
、
種
・:
種
目
、
出
:・
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
・:
対
象
・
定
員
、
持
:・
持
参
、
費
用
・:
費
、
申
・:
申
し
込
み
、
間
:・
問
い
合
わ
せ
、
主
・:
主
催

・
共
催



第1052号

お

座

敷

電

車

成
回
線
開
諜
1
0
0
周
年
記
念
号

お
座
敷
氾
車
「
ニ
ュ

!
な
の
は
な

号
」
で
行
く
、
水
上
温
戒
の
旅

日

程

ハ

月
2
日
(
金
)
か
ら
3
日

(土
)
ま
で
の
1
泊
2
日

行
き
先

水
上
瓶
泉

(群
馬
県
)

質

2
万
9
0
0
0円

(消
世
税
含

む
)
対

先
活
1
8
0
人

申

屯
話
で
湖
北
駅
宮
(問
)
2
0
1

5 
手
賀
沼
環
境
教
室

~ 

司園'

手
百
沼
の
自
然
観
察

(水
質

・他

物

・
野
鳥
な
ど
)
を
通
し
て
、
手
口

沼
の
自
然
や
蹴
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
・
内

9
月
白
日
:・
生
活
排
水
と

ゆ
化
棚
、

ω月
6
日
・:手
賀
沼
周
辺

の
地
質
、
初
日
:
・
エ
コ

・
ク
ッ
キ
ン

グ
、
日
月
げ
日
・:
ピ
オ
ト
l
プ
の
観

察
、
い
ず
れ
も
土
咽
日
日
時
L
M
時

所

手
賀
沼
親
水
広
場
水
の
館
ほ
か

対

向
校
生
以
上
の
方
、
先
着
犯
人

質

無
料

申

沼
話
ま
た
は
直
接
、
本
日
9
時

叩
分
か
ら
千
葉
県
手
賀
沼
親
水
広
場

「
水
の
館
」
宮
(糾
)
0
5
5
5

ti' a 
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日

ω月
日
日
1
お
日
の
月

・
木
附

こ

く

ぽ

か

っ

ゃ

小
久
保
克
哉
ち
ゃ
ん

(根
戸

・
l
歳
5
カ
月
)

2001.9.1 (5) 

日
は
時
1
同
時

(会
5
回
)

折

T
廷
k
p
r

自

甘
叶「P
A
d
-
31
hn

対

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人

(初
心

者

・
中
級
者
)、
先
活
犯
人

自

1
0
0
0円

(5
四
分
)

申

ハ
ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢、

屯
話
祢
号
を
明
記
し、

9
月
日
日

(必
活
)
ま
で
に
天
王
台

5
の
2
の
1
の
4
1
1
m木
真
澄
宮

(幻

)4
4
1
7

お
し
花
体
験
会

日
・
所

9
月
初
日
(
木
)9
時
却
分

1
日
時
叩
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

お
し
花
は
が
き
づ
く
り

対

先
着
目
人

同
司

H
H
h己

伺
官
，

aヨ
-
d泊
H!

持

ピ
ン
セ
ッ
ト
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

a
J可

t
l
J
v
l
 

申

氾
話
で
9
月
日
日
ま
で
に
、
茂

手
木
宮
0
9
0
12
4
9
7
1
5
6

1 
1 県

民

講

演

会

日
・
所

ω月
お
日
(
木
)
同
時
1
日

時
叩
分
、
千
諜
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ア

ー
ト
ホ
l
ル

(参
加
無
料
)

内

日
本
経
済
の
再
生
に
つ
い
て
・:

加
藤
究
さ
ん

(千
…
帯
揃
科
大
学
学
長

対

先
着
5
0
0
人

申

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
屯
話

番
号
、
人
数
を
明
記
し
、

ω月
5
日

山や(
聖i却j

口包 ~.t
に1

菊り;
果か歳
ち 2
やカ

ん 旦

(消
印
有
効
)
ま
で
に
〒
2
6
0

1

0
0
1
4
千
諜
市
中
央
区
本
千
葉
町

1
の
6

(社
)
千
葉
山
不
動
産
銑
定

士
協
会
宮
0
4
3
1
2
2
21
5
7

9 
5 

h

ほ
し
ゅ
う

「
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
か
す
会
」
会
員

皆
さ
ん
の
発
明
や
ア
イ
デ
ア
を
、

地
域
社
会
に
役
立
て
て
見
ま
せ
ん
か
。

日

毎
週
水
・

土
明
日
日
時
1
げ
時

所

コ

l
ポ
高
橋

(柴
崎
台
)

対

発
明、

岩
議
、
ア
イ
デ
ア
に
関

心
の
あ
る
方

費

月

額
5
0
0円

問

屯
話
で
高
橋
宮
(お
)0
0
4
3

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
団
員

活
動
場
所
中
舵
之
原
城
祉
野
営
場

内

自
然
体
験
遊
び
、
ア
ウ
ト
ド
ア

対

①
小
学
校
入
学
前
年
長
1
小
学

校
2
年
生

φ
小
学
校
2
年
生
1
小

学
校
6
年
生

貨

年
額
約
2
万
4
0
0
0円

申

屯
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
高
木

宮
固
(
部
)4
3
3
5

平
成
句
年
度
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

環
境
省
で
は
、
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
環
境
保

全
の
取
り
組
み
に
些
訂
な
知
識
や
経

験
を
持
つ
方
な
ど
を
登
録
し
、

そ
う

し
た
取
り
組
み
を
行
お
う
と
す
る
市

民
団
体
や
事
業
者
な
ど
に
情
報
を
提

供
し
ま
す
。

受
け
付
け
期
限

9
月
知
日

※
登
録
+刀
法
な
ど
、
詳
し
く
は
募
集

要
項

(手
賀
沼
謀
に
用
意
)
を
ご
見

く
だ
さ
い
。

間

登
録
制
度
・:開
抗
省
総
合
部
境

政
策
局
関
税
教
育
推
進
室
宮
0
3

(3
5
8
1
)
3
3
5
1

(内
線
6

2
7
2
)、
申
前
方
法
:
・
(
財
)
日
本

環
境
協
会
宮
0
3

(3
5
0
8
)
2

6
5
1
 
お
し
ら
ぜ

甲
種
防
火
管
理
者
講
習
会

日
・
所
叩
月
は
(
木
)
・
円
日
(
金
)

の
2
日
間
い
ず
れ
も
8
時
泊
分
I
同

時
刊
分、

消
防
本
部

対

先
治

ω人

質

4
0
0
0円

(資
料
代
含
む
)

申

申
込
啓

(消
防
本
部、

消
防
帯
、

分
岩
に
用
・
立
)
に
必
要
布
項
を
明
記

し、

9
月
げ
日
(
月
)
か
ら
引
日
(
金
)

ま
で
に
消
防
本
部
予
防
諜
宮
(剖
)
7

7
0
2
へ
直
接
持
参

無
料
法
律
相
談

日・

所

9
月
8
日
(
土
)
日
時
却
分

1
同
時、

千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
支

部

(松
戸
市
松
戸
1
3
3
6)

対

先
泊
目
人

申

屯
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸

支
部
所
属
弁
謎
士
宮
0
4
7

(3
6

6
)
6
6
1
1
 

障
害
児
巡
回
相
談

県
で
は
、
障
害
の
あ
る

(か
も
し

れ
な
い
)
お
子
さ
ん
の
育
児
や
教
育
、

障
害
の
改
善
方
法
等
の
相
談
を
行
い

ま
す
。

日
・
所
山
月
同
日
(
火
)、
県
立
松

戸
つ
く
し
盤
護
学
校

(松
戸
市
)

内

竪

見
教
育
の
専
門
職
員
に
よ

る
個
別
相
談

(費
用
無
料
)

※
相
談
上
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

申

申
込
占

(教
官
委
員
会
学
校
教

育
課
に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
9
月
ロ
日

(必
府
)
ま
で
に
学

校

整

故

宮
(お
)1
1
5
1

犬
猫
里
親
会

日・

所

毎
月
第
2
日
明
日
日
時

m

h
同
時
加
分
、
市
役
所
秘
会
棟
前
駐

車
場

(雨
天
尖
施
)

質

犬
猫
の
持
ち
込
み
:
・1
匹
1
0

0
円、

里
親
が
決
ま
っ
た
場
合
:・
持

ち
込
ん
だ
方

・
郎
一一親
に
な
っ
た
方
双

方
と
も
1
0
0
0円

※
里
親
に
出
し
た
い
場
合
は
、
事
前

に
氾
話
で
述
絡
。
当
日
の
持
ち
込
み

は
不
可
。

間

野
村
官
(郎
)
0
8
0
0

暮
ら
し
の
便
利
帳
の
訂
正

「科
ら
し
の
便
利
帳
」
に
掲
載
し

た
屯
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

0
5
ペ
ー
ジ
:
・ふ
さ
婦
人
科
ク
リ
ニ

コ
ス
モ
ス
が
満
開

日
・
所

。
一

般
開
放
:・山
月
引
日

(
水
)
ま
で
8
時
ー
は
時
、
。
コ
ス
モ

ス
祭
り
・:
9
月
包
日
(七
)山
時
1
同

時、

一ニ
郷
有
料
橋
下
江
戸
川
河
川
敷

コ
ス
モ
ス
畑

(松
戸
駅
西
口
下
車
)

間

松
戸
市
河
川
市
流
説
E
0
4
7

(3
6
6
)
1
1
5
2
 

流
山
市
立
博
物
館
企
画
展

「
流
山
と
自
転
車
」
を
開
催
中

日

9
月
同
日
(円
)
ま
で

(月
昭
川
、

祝
日
を
除
く
)
9
時
加
分
1
げ
時

所

流
山
市
立
博
物
館

ツ
ク
宮
(初
)
6
6
3
0
〈誤
〉
を
宮

(
m
)
6
6
0
3
〈
正
〉
に

O
万
ペ
ー
ジ
・
:
心
配
ご
と
相
談
、
結

納
相
談
、
他
瓜
生
き
が
い
づ
く
り
相

談
の
社
会
招
祉
協
議
会
宮
(お
)1
5

3
9
〈
誤
〉
を
宮
(制
)
1
5
3
9

〈
正
〉
に

問

広
報
室

・
内
線
2
1
0

「
田
部
井
淳
子
」
講
演
会
の
訂
正

広
報
あ
び
こ

7
月
同
日
号
4
面
の

「田
部
井
淳
子
」
締
演
会
は、

主
催

・
者
の
都
合
に
よ
り
、

開
場

・
閉
山
時

間
が
次
の
と
お
り
泊
分
早
ま
り
ま
す
。

日

9
月
9
日
(日
)日
時
間
場

・
日

寺
O
子
同・
4

H
H
q
J
A
J
F
b
-
M
U
 

問

原
田
宮
(部
)
7
9
2
9

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

間貸

同 ~!既
E官4己1.
乞茸

59 

3 
4 
3 
4 

野
田
市
パ
ブ
リ
ツ
つ
コ
ル
フ

け
や
き
コ
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
コ
ン
ペ

日

9
月
7
日
(金
)

所

野
田
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場

け
や
き
コ
l
ス

費

1
万
1
0
0
0円

(プ
レ
1
貨

込
み
、
参
加
賞
・
賞
品
有
り
)

申

屯
訴
で
同
コ
l
ス
宮
(苅
)1
1

1 
3 

鎌
ケ
谷
市
制
施
行
犯
周
年
記
念

「
リ
サ
イ
ワ
ル
フ
ェ
ア
」

日

9
月
却
口
(
土
)
ゆ
時
1
日
時

所

鎌
ヶ
谷
市
役
所

内

@
ガ
レ
ー
ジ
セ
l
ル

(小
雨
実

施、

荒
天
中
止

)
Oリ
サ
イ
ク
ル
家

具

・自
転
車
、
電
車
内
の
忘
れ
物
傘

の
販
売

。
生
ご
み
処
理
機
の
紹
介

問

鎌
ヶ
谷
市
環
境
保
全
課
宮
0
4

7

(4
4
5)
1
1
4
1
 

場所 作品・作者

湖北台
粘土 「リボンの花J(5点)…土居美紀子

分館

布佐 風景写真 (5点)
分館 日の出・夕暮れなどの風景写真…菊地質

。
市
民
図
昏
館

。
湖
北
台
分
館

。
布
佐
分
館

。
移
動
図
書
館

TEL TEL TEL TEL 

87898784 

o 1 3 1 
93 0 1 
o 1 5 1 
9 1 5 0 

...9月のミニギャラリー

展示期間…9月12日(水)から10月7日(日)まで

vおはなし会
場所 日 時 1
市民会館 6日、 20日(木)
16:00-16:30 

布佐分館
13日、27日(木)
16:00-16: 30 

湖北台分館 14日(金)
16 :00-16:20 

※対象…4歳から9歳までの方

24号よか電電 9月の時(獄中止)
曜日日 場 所 時間

5 中峠 亀 田谷公園 13:20~1 3:50 

水 . 浅 野谷 3号公園 14:1 O~14:40 
19 
柴崎台 4号公園 1 5:00~1 6:00 

6 新木北公園 1 3:20~1 3:50 

木 . 身体障害者福祉センター 14:00~1 4:30 
20 
湖北地区公民館 14:50~1 5:30 

金
7 久寺家あけぼの公園 14:00~1 4:45 1 

21 つくし野4号公園東側入口 1 5:00~1 6:00 

水
12 ケンタyキーフライドチキン駐車場 14:00~1 5:00 I 

26 台田池尻公園 1 5:20~16:00 

木
13 天王台東児童公園 14:00~14:50 

27 白山中学校裏門入口 1 5:20~16:00 

金
14 根p近隣センタ ー 1 4:00~14:40 . 
28 つくし野4号公園東側入口 1 5:00~16:00 

9月の市民プラザギャラリー
催し名・問い合わせ 日 時

第24回 8日(土)-12日(水)
我孫子市書道連盟展 1 0:00~17:00 

馬場 TEL(82)8891 12日は16時まで

第2回 15 日(土)~19 日(水)
みどりの会油絵展 10:00""17:30 
白井 TEL(82)4863 19日は15時まで

第47回 21 日(金)~26 日 (水)
1 0:00~18:00 

大利根美術協会展 21日は13時から
日暮 TEL(82)4048 26日は16時まで

28 日 (金)~10月 2 日(火)
利根陶房作品展 10:00""19:00 
黒田 TEL(69)9211 28日は14時から

2日は17時まで

入場無料
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と

福

康

肝
臓
病
予
防
教
室

... -
肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
い
わ
れ
、

自
覚
痕
状
が
な
い
ま
ま
他
診
で
肝
臓

病
が
発
見
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
肝
臓
病
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

9
月
円
日
(
水
)
・
引

日
(金
)午
後
0
時
却
分
受
け
付
け

・

1
時
か
ら
3
時
、
保
他
セ
ン
タ
ー

内
容
ゆ
日
:
・
保
他
州
の

「肝
臓
の

話」
、
医
師
の
講
話

「肝
臓
州
に
つ

い
て」

引
日
・:栄
養
士
の
話

「肝

臓
病
と
栄
養
」

、
他
康
体
脱
ほ
か

定
員

先
泊

ω人
(参
加
知
料
)

持
参

他

山
手
帳、

能
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
(釘
)
1
1
3
1
へ

ぜ
ひ
、
4

案
静
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・

場
所

同

月
5
日
(金
)
・
ロ

日
(
金
)午
後
l
時
か
ら
3
時
、
保
他

セ
ン
タ
ー

(日
躍
は
後
日
通
知
)

検
査
方
法

と
う
廿
(
腕
)
の
竹
塩
立

と
骨
帆
を
X
線
で
測
定

対
象
・
定
員
昭
和
引
年
4
月
1
日

か
ら
幻
年
3
月
引
日
生
ま
れ
の
市
内

在
住
の
女
性
、
先
活
3
5
0入

費
用

1
0
0
0
円

(佐川
巾全
只
が

住
民
税
非
課
税
の
世
帯

・
生
活
保
護

世
引
の
方
は
無
料
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
氾
話
番
号
、
生
年

月
日
を
明
記
し
、

9
月
附
日

(消
印

有
効
)
ま
で
に
湖
北
台
ー
の
ほ
の
同

保
他
セ
ン
タ
ー
宮
(釘
)
l
1
3
1
へ

(世
帯
全
只
が
住
民
税
非
課
税
の
場

合
は
ハ
ガ
キ
右
上
に
大
き
く
①
と
明

記
し
て
く
だ
さ
い
)

妊
婦
の
た
め
の
歯
科
講
演
会

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
初
め
て
妊

娠
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
妊
娠
中
の

歯
科
術
生
や
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
を
丈
夫

に
打
て
る
た
め
の
お
話
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
初
日
(
木
)午
後
1
時
却

tj: 

骨
粗
し
よ
う
症
検
診

事

仕
組
し
よ
う
症
は、

骨
の
密
度
が

減
少
し
「
ス
」
が
入
っ
た
よ
う
に
什

が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
折
れ
や
す
く

な
る
病
気
で
す
。
'K
性
の
場
合
、
'K

性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
叫
が
少
な
く
な

る
と
、
竹
の
新
陳
代
謝
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
ず
、
竹
川
M
が
減
少
し
ま
す
。

第1052号

毎
月
第
2
七
脳

nの
学
校
休
業
日

に
、
卓
球
や
折
り
紙
な
ど
で
、
み
ん

な
で
楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ほ
か
、
下
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

な
ど
が
あ
る
月
は
、
広
報
あ
び
こ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時

毎
月
第
2
上
限
目
、
午
前
9

時
却
分
か
ら
日
一
時
却
分

(参
加
無
料
)

@
楽
し
く
遊
ぼ
う

内
容

の
折
り
紙
(
折
り
紙
、

の
り
、

ゴ
ミ
袋
、
ハ
サ
ミ
持
参
)

②

お
は

な
し
会
、
語
り

③
将
棋
、
オ
セ
ロ

場
所

湖
北
地
区
公
民
館

。
卓
球
で
汗
を
流
そ
う
(
閉
館
の
た

め
刊
月
か
ら
は
中
止
)

持
参

ラ
ケ
ッ
ト
(
持
っ
て
い
る
万
)
、

タ
オ
ル
、
上
履
き

場

所

巾
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ

い
ず
れ
も
中
央
公
民

館
宮
(幻
)
0
5
1
5

分
か
ら
3
時

(歩
前
無
料
)

場
所
保
他
セ
ン
タ
ー

諦
師

水
田
勝
氏

(我
孫
子
市
歯
科

医
師
会
)

定
員

先
着
知
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
屯
話
で

9
月
円
日
ま
で
に
保
他
セ
ン
タ
ー
E

(
幻

)
i
1
3
1
へ

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

日
時
・

場
所

9
月
ロ
日
(
水
)、
日

日
(
木
)
午
前
同
時
か
ら
午
後
4
時、

身
体
障
害
者
栴
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

主
に
身
体
マ
ヒ、

失
語
症
、

縦
病
の
方
に
対
す
る
介
助
法
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験

定
員

先
着
初
人

参
加
費

6
6
0円

(昼
食
代
)

※
湖
北
駅
北
口
か
ら
い燃
料
送
迎
パ
ス

(9
時
叩
分
発
)
を
迎
行
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

屯
話
で

9
月
日
日
ま
で
に
身
体
障
害
者
一制
祉

セ
ン
タ
ー
宮
(部
)
0
1
4
1
へ

ご
っ
こ
ひ
ろ
ば

公
園
の
砂
場
で
お
遊
び
し
ま
せ
ん

か
。
育
児
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
・

場
所

9
月
4
日
(
火
)
午
前

川
時
か
ら
正
午
、
手
賀
沼
公
闘
砂
場

付
近

(雨
天
中
止
)
〈
参
加
無
料
〉

対
象

0
成
児
か
ら
幼
児
と
保
護
者

※
お
子
さ
ん
は
動
き
や
す
い
服
装
で

申
し
込
み

不
安

(直
接
会
場
へ
)

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会
包

(
制

)1
5
3
9

※
車
で
の
来
場
は
ご
逮
雌
く
だ
さ
い

福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
空
間
講
座

知
的
陣
持
者
福
祉
施
設
で
活
動
し

て
い
た
だ
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
接

成
す
る
講
座
で
す
。

日
程

9
月
初
U
か
ら
叩
川
は
H
ま

で
の
毎
週
木
崎
口

(参
加
無
料
)

場
所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

(3
・

4
回
目
は
稲
祉
施
設
で
実
施
)

時
間

主
に
午
前
9
時
泊
分
か
ら
正

午

(3
・
4
回
目
は
午
後
4
時
ま
で
)

内
容

秘
義

(
障
害
に
つ

い
て
、
福

祉
施
設
の
紹
介
な
ど
て
実
技

・
体

験

(柿
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
、
車
イ
ス
の
使
い
方
ほ
か
)

定
員

先

治
初
人

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
む
話
で

9
月
山
田
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

包
(釘
)5
2
3
3
へ
(
土

・

臼
昭
日
を
除
く
)

地
域
生
活
支
援
を
考
え
る
学
習
会

日
時

9
月
辺
日
(
土
)
午
後
1
時
か

ら
3
時
叩
分

(参
加
知
料
)

場
所

布
佐
地
区
社
会
稲
祉
協
縦
会

(旧
布
佐
区
画
推
組
事
務
所
)

内
容

「
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
人
が

普
通
に
生
活
す
る
に
は
」
を
テ
l
マ

に
し
た
学
習
会
と
耕
栽
川会

問
い
合
わ
せ

同
協
議
会
宮
(約
)
2

1
1
9

(月
・
水

・金
附
H
に
限
る
)

お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

布
の
お
も
ち
ゃ
を
作
リ
ま
ぜ
ん
か

日
時

9
月
幻
口
(
木
)
午
前
川
時
か

ら
午
後
3
時
、

ω月
6
日
(
土
)
午
後

1
時
か
ら
4
時

(l
日
だ
け
で
も
完

成
で
き
ま
す
)

場
所

天
主
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

定
員

先
活
判
人

参
加
提

2
0
0
円

(材
料
世
1
組
)

持
参

裁
縫
道
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

9
月
初

日
ま
で
に
、
同
セ
ン
タ
ー
受
付
に
あ

る
申
込
用
紙
に
記
入
、
ま
た
は
氾
話

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
(お
)

5
2
3
3
へ

(土

-
H
暇
口
を
除
く
)

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け

方
教
室
(
基
礎
講
座
)

日

時

旧
対
日

U
(と
)
午
前
川
時
か

ら
午
後
0
時
加
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

安

五

都

習

②

税
範
演
技

③
同
伴
犬
の
実
技
訓
糾

(袈
予
約

・

雨
天
中
止
)

定
員
知
人
、

う
ち
同
伴
犬
の
実
技

訓
練
は
却
人

(応
器
多
数
時
は
抽
選
)

参
加
資

8
0
0円

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ

ガ
キ
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
屯

話
番
号
、
犬
同
伴
希
望
の
有
無
、
犬

の
担
額

・
雄
雌
の
別

・
年
齢
、
相
談

内
容
、
返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、
9

月
同
日

(必
活
)
ま
で
に
〒
2
7
7

1
0
0
0
5柏
市
柏
2
5
5柏
保
健

所
生
市
間
生
秘
密
(訂
)1
2
5
5
へ

精
神
保
健
家
族
教
室

病
歴
の
浅
い
相
判
分
裂
病
の
忠
者

さ
ん
が
い
る
ご
家
族
を
対
象
に
、
病

気
や
治
療
、
忠
者
さ
ん
へ
の
対
応
方

法
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
部
座
を
開
催

し
ま
す
。
心
配
や
不
安
を
抱
え
て
い

る
ご
家
族
の
骨
さ
ん
、
こ
の
機
会
に

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

程

旧
月
2
日

・
9
日
・
同
日

(火
)
、
凶
日
(
水
)
い
ず
れ
も
午
後
l

時
却
分
か
ら
4
時

(全
4
回
)

場
所

柏
保
他
所

(参
加
無
料
)

対
象

発
病
か
ら
旧
年
以
内
の
粉
神

分
裂
病
の
忠
者
さ
ん
が
い
る
家
族
で
、

全
日
程
参
加
で
き
る
方

定
員

先
着
お
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

9
月
3

日
か
ら
屯
話
で
柏
保
健
所
精
神
保
健

相
祉
課
宮
(訂
)1
2
5
5
へ

全
国

一
斉
無
料
成
年
後
見
相
談
会

社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
-

リ
l
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
敬
老
の

u
に
ち
な
ん
で
、
「全
国
一
斉
無
料

成
年
後
見
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

同
法
人
は
、
司
法
占
士
が
新
し
い

成
年
後
見
制
度
の
受
け
皿
と
し
て
組

織
し
た
も
の
で
す
。

日
時
・

場
所

*
9
月
8
日
(
土
)午

前
川
時
か
ら
午
後
3
時
、
柏
市
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」

(柏
市
役
所
前

・
国
道
凶
号
沿
い
)

*
9月
泣
日
(土
)
午
前
川
時
か
ら
午

後
4
時
、
松
戸
市
民
劇
場

(松
戸
駅

西
口
か
ら
徒
歩
約
3
分
)

問
い
合
わ
せ

千
梨
司
法
性
士
会
宮

0
4
3
(2
4
6)
2
6
6
6
 

方
ス
ト
メ
イ
ト

社
会
適
応
訓
練
講
習
会

日
時
・

場
所

9
月
8
日
(
土
)
正
午

か
ら
午
後
4
時
、
柏
市
中
央
公
民
館

(柏
市
役
所
隣
り
)
〈
参
加
無
料
〉

内
容

制
装
具
相
談
会
、
医
療
締
出

①
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
合
併
症

(排
尿

障
害

・
性
機
能
障
害
に
つ
い
て
)

②
腹
壁
の
変
化
と
ス
キ
ン
ケ
ア

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
l

協
会
宮
0
4
7

(4
5
2
)
6
4
3

3

(月
・
火
・

金
昭
日
に
限
る
)

@ 

甲状服の病気とは?

健康メモ
ち

ょ

う

ひ

ろ

甲
状
腺
は
蝶
が
羽
を
拡
げ
た
よ
う

な
形
を
し
て
い
て
、
前
到
部
の
中
央

よ
り
や
、
下
方
に
位
位
し
、

身
体
の

発
育
お
よ
び
新
陳
代
謝
、
カ
ル
シ
ウ

ム
代
聞
な
ど
に
関
係
す
る
甲
状
腺
ホ

ル
モ
ン
を
分
泌
し
て
い
ま
す
。

正
常
で
は
外
か
ら
見
る
こ
と
も
、

ま
た
触
れ
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

9月の各種健診と健康教室
保健センター TEL(87)1131 
項 目 期日 対 象

しあわせ学級 7目、14日、21日妊娠20週-27週の方
(マタニテイクラス) (3日目l.i両親、家族)

4カ月児相談 4日、11日 平成13年4月生まれ

育児相談 19日 乳幼児の育児につ
いて相談のある方

4日…13年1月生まれ(1回目)
小児マヒ生ワクチン 11日・・13年4月10日に1回目を
(ポリオ)投与 投与した方

18日..13年2月生まれ(1回目)
li6カ月児健康診査 6日、13日 12年2月生まれ
2歳8カ月児歯科健診 20日 11年1月生まれ

3歳児健康診査 6日、13日 10年2月生まれ
灘乳食教室

27日 乳児のいる母親
*電話で予約 (先昔30人)
屑こり・腰痛教室 3目、10日、17日肩こり・腰痛の方

栄養相談(要予約)随時 指導を受けたい方

日顧問に病気・樹高になったら

休日診療所ヘ
v休日診療所案内図

国道3恒号
成田線

診療科目 内科・ 小児科・歯科

受付時間…午前9時から11時30分
午後1時から 4時30分
※歯科は午前中のみ

持 参 健康保険証と診療費

電話番号 (87)7020(診療時間内のみ)

9月の二次救急病院(休日・夜間当番病院)

病
的
状
態
に
な
る
と
、
多
く
の
場
合

は
服
大
し
て
外
見
上
か
ら
で
も
分
か

る
よ
う
に
な
り、

ま
た
自
分
で
も
触

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

甲
状
腺
が
腕
大
す
る
と
、
甲
状
腺

uと
ん

こ

う

し

ん

の
機
能
は
そ
の
殆
ど
が
允
進
し
ま
す

が
、
な
か
に
は
正
常
あ
る
い
は
低
下

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
機
能
が
{ん

ど
う
み

逃
す
る
と
、
動
博
、
手
の
ふ
る
え
、

眼
球
突
出
、
発
汗
、
体
重
減
少
、
下

痢
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
反
対
に
機

け
ん
た
い

能
が
低
下
す
る
と
、
無
気
力、

倦
怠

感
、
徐
脈、

食
欲
不
掠
、
皮
府
の
乾

燥
、
使
秘
、
脱
毛
、
集
が
り
、
し
び

れ
、
筋
肉
仰
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
機
能
が
正
常
で
あ

っ
て
も
服
必
な
ど
の
こ
と
も
あ
る
の

で
注
誌
が
必
要
で
す
。

し
ゅ
り
ゅ
う

前
頭
部
の
眠
術
に
気
付
い
た
ら
早

め
に
思
川
医
へ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

我
孫
子
市
医
師
会
宮

(
部

)
5
5
2
5

巴100この広報紙は古紙100%再生紙を使用しています

未熟児等発達相設
27日
発達の遅れが心配な

本電話で予約(地銭指導課) 1歳までのお子さん

療育相談 27日 整形外科的に心配のあ
る18歳未満のお子さん

アルコール悩みごと線設 3目、17日 アルコール問題を
抱えた本人、家族

心の健康相談
7日、 14日、精神病、精神神経
21日、28日 症で悩んでいる方

日 病院名 電 話

2日 平和台病院 89・1111

9目、24日我孫子聖仁会病院 88・3111

15日、30日アピコ外科整形外科病院84・7321

16日 我孫子つく し野病院 84・2211

23日 我孫子東邦病院 82・8166


